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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送風機に開口するケーシング吸込み口の外側に備えられ、ケーシングの直径より小さく
、ケーシングと別体に設けられるベルマウスであって、
　前記ケーシング吸込み口と相対するベルマウス本体の円周部分に、下向きに湾曲させた
環状の膨出部を備え、
　前記膨出部の下向き膨出形状は、環状の一部が他の部分より膨出距離が大きい土手部と
なるように形成されていることを特徴とする送風機用ベルマウス。
【請求項２】
　送風機に開口するケーシング吸込み口の外側に備え、ケーシングの直径より小さく、ケ
ーシングと別体に設けられるベルマウスであって、
　前記ケーシング吸込み口と相対するベルマウス本体の円周部分に、下向きに湾曲させた
環状の膨出部を備え、
　前記膨出部の下端開口面は、ベルマウス本体の円周上において、平面視で軸芯を通る直
線と交わるその一方の円周部側が傾斜最下部となるように、前記傾斜最下部に向けて傾斜
させた形状に形成されていることを特徴とする送風機用ベルマウス。
【請求項３】
　前記膨出部の最下部に排液口が開口されていることを特徴とする請求項１または２に記
載の送風機用ベルマウス。
【請求項４】
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　調理により発生する廃ガスなどを捕集するためのフード部と、
　捕集された廃ガスなどを吸引して排気するためのケーシング吸込み口にベルマウスを備
える送風機と、を備えて構成されるレンジフードであって、
　前記ケーシング吸込み口と相対するベルマウス本体の円周部分に、下向きに湾曲させた
環状の膨出部を備え、
　前記膨出部の下向き膨出形状は、環状の一部が他の部分より膨出距離が大きい土手部と
なるように形成されていることを特徴とするレンジフード。
【請求項５】
　調理により発生する廃ガスなどを捕集するためのフード部と、
　捕集された廃ガスなどを吸引して排気するためのケーシング吸込み口にベルマウスを備
える送風機と、を備えて構成されているレンジフードであって、
　前記ケーシング吸込み口と相対するベルマウス本体の円周部分に、下向きに湾曲させた
環状の膨出部を備え、
　前記膨出部の下端開口面は、ベルマウス本体の円周上において、平面視で軸芯を通る直
線と交わるその一方の円周部側が傾斜最下部となるように、前記傾斜最下部に向けて傾斜
させた形状に形成されていることを特徴とするレンジフード。
【請求項６】
　前記膨出部の最下部に排液口が開口されていることを特徴とする請求項４または５に記
載のレンジフード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　送風機用ベルマウス及びレンジフードに係り、詳しくは台所の調理器の上方に設置され
て、調理により発生する廃ガスを吸引捕集して屋外に排気するなどに用いられる送風機用
ベルマウスと、ベルマウスを備える送風機が収容されるレンジフードに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の台所は、リビングとの一体化を図るべく、キッチンキャビネットやその他のキャ
ビネットなどの設備に対してインテリア的なデザイン性が重視される傾向にあり、それに
あわせてレンジフードについても同様にキャビネットの調和を図るべく、デザイン性が要
求されてきている。
　そのために、近年のレンジフードにおいては、調理により発生する廃ガスなどを捕集す
るためのフード部を深型タイプ（ブーツ型タイプ）のものから薄型タイプに変更され、こ
の薄型タイプのレンジフードが主流になってきている。
【０００３】
　また、近年の住宅の高気密化に伴い、送風機の排気ファンとして遠心ファンを用いたレ
ンジフードが主流となっている。
　しかし、遠心ファンを用いた場合、廃ガスの捕集率を高めるなどのファンの排気（吸引
）性能が向上する反面、遠心ファンが内蔵されるファンケーシングの下向きに開口するケ
ーシング吸込み口に生じる廃ガスの取り入れ流入抵抗が大きくなり、それが騒音の発生原
因になっている。
【０００４】
　そこで、ケーシング吸込み口に生じる空気の流入抵抗を低減させる対策として、調理に
より発生する廃ガスなどを捕集するためのフード部に対し、その天板の上に連通状に設置
される送風機の下向きに開口するケーシング吸込み口にベルマウスを備えたレンジフード
が提案されている（例えば、特許文献１参照）。その一例を図７に示す。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１１２７１７号（段落番号００１３、及び図１参照）
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、従来のレンジフードＡ１において、フード部３０の上に連通状に配置される
送風機３１のケーシング吸込み口３２に取り付けられているベルマウス３３は、図７の（
ａ）から明らかなように、ケーシング吸込み口３２の下向き開口に対して開口円周縁に平
行（水平に）に取り付けられるように形成されている。
　つまり、従来のベルマウス３３は、図７の（ａ）及び（ｂ）に示すように、排気ファン
３１ａの円周と相対する内側円周縁を排気ファン３１ａ方向に向けて立ち上げ湾曲させた
ラッパ口３３ａを備えている。
　そして、ベルマウス３３をケーシング吸込み口３２にネジ止めによって取り付けるため
のフランジ部３４を、ラッパ口３３ａの湾曲下端円周縁から外向き円周状の水平に延設さ
せた断面形状に形成されている。
【０００７】
　したがって、従来のベルマウスにおいては、ラッパ口の湾曲形状によってケーシング吸
込み口に生じる廃ガス（空気）の取り入れ流入抵抗を低減させる効果は得られるが、その
効果は小さく、調理中に、使用者が気にならない程度の騒音値ｄＢ（Ａ）まで下げるには
至っていないのが現状であった。
【０００８】
　そこで、本発明は、前記課題を解消するために創案されたものであり、ファンの排気能
力を低下させることなく、ケーシング吸込み口で発生する流入抵抗に伴う騒音値をさらに
下げることができるように改良された送風機用ベルマウスおよびこの送風機を備えたレン
ジフードを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために本発明は、送風機に開口するケーシング吸込み口の外側に備
えられ、ケーシングの直径より小さく、ケーシングと別体に設けられるベルマウスであっ
て、前記ケーシング吸込み口と相対するベルマウス本体の円周部分に、下向きに湾曲させ
た環状の膨出部を備え、前記膨出部の下向き膨出形状は、環状の一部が他の部分より膨出
距離が大きい土手部となるように形成されていることを特徴とする送風機用ベルマウスに
あり、または、本発明は、送風機に開口するケーシング吸込み口の外側に備えられ、ケー
シングの直径より小さく、ケーシングと別体に設けられるベルマウスであって、前記ケー
シング吸込み口と相対するベルマウス本体の円周部分に、下向きに湾曲させた環状の膨出
部を備え、前記膨出部の下端開口面は、ベルマウス本体の円周上において、平面視で軸芯
を通る直線と交わるその一方の円周部側が傾斜最下部となるように、前記傾斜最下部に向
けて傾斜させた形状に形成されていることを特徴とする送風機用ベルマウスにある。
　ここで、例えば、前記送風機をレンジフード内に内蔵し、該送風機に開口するケーシン
グ吸込み口に前記ベルマウス本体を取り付ける場合には、膨出部の傾斜最下部がレンジフ
ードの後側に位置するように取り付けることが好適なものとなる。
　そして、前記送風機のファンケーシング内に一旦溜まり、前記ケーシング吸込み口から
前記ベルマウス本体の上に滴下する油脂分や水分などを流下させるための排液口を、前記
膨出部の最下部に開口することが好適なものとなる。
【００１０】
　また、本発明は、調理により発生する廃ガスなどを捕集するためのフード部と、捕集さ
れた廃ガスなどを吸引して排気するためのケーシング吸込み口にベルマウスを備える送風
機と、を備えて構成されるレンジフードであって、前記ケーシング吸込み口と相対するベ
ルマウス本体の円周部分に、下向きに湾曲させた環状の膨出部を備え、該膨出部の下向き
膨出形状は、環状の一部が他の部分より膨出距離が大きい土手部となるように形成されて
いることを特徴とするレンジフードにあり、または、本発明は、調理により発生する廃ガ
スなどを捕集するためのフード部と、捕集された廃ガスなどを吸引して排気するためのケ



(4) JP 5432295 B2 2014.3.5

10

20

30

40

50

ーシング吸込み口にベルマウスを備える送風機と、を備えて構成されているレンジフード
であって、前記ケーシング吸込み口と相対するベルマウス本体の円周部分に、下向きに湾
曲させた環状の膨出部を備え、前記膨出部の下端開口面は、ベルマウス本体の円周上にお
いて、平面視で軸芯を通る直線と交わるその一方の円周部側が傾斜最下部となるように、
前記傾斜最下部に向けて傾斜させた形状に形成されていることを特徴とするレンジフード
にある。
　そして、前記送風機のファンケーシングの内部に一旦溜まり、前記ケーシング吸込み口
から前記ベルマウスの上に滴下する油脂分や水分などを流下させるための排液口を、前記
膨出部の最下部に開口することが好適なものとなる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明は、送風機に開口するケーシング吸込み口に備えられるベルマウス本体の円周部
分に、下向きに湾曲させた環状の膨出部を備え、さらに、この膨出部の下向き膨出形状は
、環状の一部が他の部分より膨出距離が大きい土手部となるように形成されている、また
は、前記膨出部の下端開口面は、ベルマウス本体の円周上において、平面視で軸芯を通る
直線と交わるその一方の円周部側が傾斜最下部となるように、前記傾斜最下部に向けて傾
斜させた形状に形成されている。
　つまり、ベルマウスの円周部における一部に、他の円周における膨出部の下向き膨出量
よりも膨出量が大きい傾斜最下部となる土手部を設けたことで、この土手部が廃ガスの流
入抵抗に伴う騒音値を下げるための騒音抑制部として作用する。これにより、ファンの排
気能力を低下させることなく、ケーシング吸込み口（ベルマウス）で発生する流入抵抗に
伴う騒音値を下げることができる。
【００１２】
　また、レンジフードの送風機のケーシング吸込み口に備えられるベルマウス本体の円周
部分に、下向きに湾曲させた膨出部を備えるとともに、この下向き膨出形状の膨出部の最
下部に排液口を備えている。
　これにより、ケーシング吸込み口から膨出部の内側に滴下された油脂分や水分などを膨
出部の傾斜に沿ってその最下部へと流下させ、該最下部の排液口から例えばベルマウスの
下方に備えられるグリスフィルタなどへと滴下させることができる。つまり、ケーシング
吸込み口から膨出部に滴下した油脂分や水分などが膨出部の内側に溜まることはない。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本実施形態に係るベルマウスを送風機のケーシング吸込み口に備えているレンジ
フードを示す縦断側面図である。
【図２】要部を拡大して示す同縦断側面図である。
【図３】本実施形態に係るベルマウスを示す斜視図である。
【図４】本実施形態に係るベルマウスの同平面図である
【図５】図４のＶ－Ｖ線縦断面図である。
【図６】図４のＶＩ－ＶＩ線縦断面図である。
【図７】従来例を示し、（ａ）は、従来のベルマウスを送風機のケーシング吸込み口に備
えているレンジフードを示す縦断側面図であり、（ｂ）は、同ベルマウスを示す斜視図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態について、適宜図面を参照しながら詳細に説明する。
　図１は、本実施形態に係るベルマウスを送風機に備えているレンジフードを示す縦断側
面図であり、図２は、要部を拡大して示す同縦断側面図である。
【００１５】
≪レンジフードの構成≫
　レンジフードＡは、ガスレンジなどの調理器（図示省略）の略真上である指定された高
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さ位置において壁面Ｂなどに設置され、調理により発生する油煙や水蒸気、熱気などの廃
ガスＧを、排気ダクト３を介して屋外に排気するように構成されている。
　このレンジフードＡは、図１に示すように、下向きに開口する扁平箱形状のフード部２
の天板２a上に、水平据付式送風機１を配置している。そして、フード部２の上部空間の
送風機１や排気ダクト３などを隠すように、フード部２の天板２ａ上から天井Ｃに至る高
さの前板４を備えている。
【００１６】
　フード部２は、図１に示すように、下向き開口縁に沿わせ、その開口縁との間に廃ガス
吸気空間５を囲繞状に確保するように整流板６を備えている。これにより、調理器から立
ち昇る廃ガスＧが整流板６に沿って廃ガス吸気空間５からフード部２内に、送風機１の後
記する排気ファン１ａの排気能力により吸気されるようにしている。
　この整流板６は、フード部２の下向き開口よりも一回りほど小さめの平面視が矩形形状
を呈しており、その周囲には立ち上げ縁部６ａを備えている。
【００１７】
　また、フード部２の内における整流板６の上方には、図１に示すように、整流板６から
適宜の間隔をおいて平行にグリスフィルタ７が備えられている。このグリスフィルタ７は
、フード部２内を下向き開口側と天板２ａ側とに仕切るように組み込まれているフードカ
バー８によって着脱可能に支持されている。
　これにより、廃ガスＧがグリスフィルタ７を通過するときに、廃ガスＧに含まれている
油脂分などが分離されて捕獲されるようにしている。グリスフィルタ７によって捕獲され
た油脂分や水分Ｍなどは、整流板６の上に一旦滴下し、この整流板６の下に着脱可能に備
えられているオイルパック（回収容器）９に回収されるようにしている。
【００１８】
≪送風機の構成≫
　送風機１は、図１及び図２に示すように、フード部２の天板２ａの上に水平状に取り付
けられるファンケーシング１ｂにファンモータ１ｃを略同軸直立状に取り付けている。そ
して、ファンケーシング１ｂ内に、モータボディーとともに略同軸状に臨ませたファンモ
ータ１ｃのモータ軸には、排気ファン１ａが抜き差し着脱自在に取り付けられている。
　ちなみに、排気ファン１ａは、排気能力が高い遠心ファン（通称：シロッコファンと称
されている）である。
【００１９】
　そして、フード部２の天板２ａに開口されている連絡口１０に連通するように、ファン
ケーシング１ｂに下向きに開口されているケーシング吸込み口１１にベルマウス１２を備
えている。これにより、グリスフィルタ７を通過してくる廃ガスＧが、ベルマウス１２か
らファンケーシング１ｂ内へと取り入れられて排気ダクト３を介して屋外に排気されるよ
うに構成されている。
【００２０】
≪ベルマウスの構成≫
　図３は、本実施形態に係るベルマウスを示す斜視図であり、図４は、同平面図である。
図５及び図６は、図４における縦断面図である。ここでは、図１及び図２を適宜参照しな
がら説明する。
　ベルマウス１２は、プレス加工と絞り曲げ加工などに一体に形成されるものであり、図
２及び図３に示すように、ケーシング吸込み口１１の開口直径よりも一回りほど大きめ円
盤状に形成されるとともに、ケーシング吸込み口１０に相対する円周部分に下向きに湾曲
させた膨出部１２を環状に備えている。
【００２１】
　そして、ベルマウス１２は、図３及び図４に示すように、断面が下向き凹状に湾曲され
る膨出部１３の内側壁部１３ａを上方に向けて口径が絞られるように立ち上げ湾曲させた
ラッパ口１２ａを備えており、ベルマウス１２をケーシング吸込み口１１に取り付けるに
際して、ラッパ口１２ａの上端開口縁側を排気ファン１ａの内側周面に接触しないように
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排気ファン１ａ内に臨ませた状態で内在させるようにしている（図１及び図２参照）。
【００２２】
　また、ベルマウス１２は、図３及び図４に示すように、下向き凹状に湾曲される膨出部
１３の外側壁部１３ｂの上端外周縁に沿わして環状のフランジ部１４を備えている。そし
て、このフランジ部１３の円周における１ヵ所にネジ止め孔１５が、２ヶ所にネジ係止部
１６，１７がそれぞれ備えられており、ベルマウス１２をケーシング吸込み口１１に取り
付けるに際して、止めビス１８，１９を用いた３点支持にてビス止めするようにしている
。
【００２３】
　ネジ止め孔１５及びネジ係止部１６，１７は、図４に示すように、平面視においてベル
マウス１２の軸芯Ｐを支点とする１２０°の角度範囲をおいたフランジ部１４の円周３ヶ
所にそれぞれ形成されている。
　すなわち、ネジ止め孔１５は、図３及び図４に示すように、膨出部１３の下向きの膨出
幅を一部において狭めるように、膨出部１３の外側壁部１３ｂを内側に凹ますことにより
確保されるフランジ部１４に形成される。
【００２４】
　一方、ネジ係止部１６，１７は、１２０°の角度範囲内において膨出部１３の下向きの
膨出幅を狭めるように、膨出部１３の外側壁部１３ｂを内側に凹ませることで、１２０°
の角度範囲内におけるフランジ部１４のフランジ幅を、残る２４０°の角度範囲における
フランジ部１４のフランジ幅よりも広くする。そして、１２０°の角度範囲内におけるフ
ランジ部１４の外周縁部分を、残る２４０°の角度範囲におけるフランジ部１４の外径よ
りも一回りほど小さく凹欠する加工を施すことによって、この凹欠円周部１４ａの円弧両
側において外向きの略鋭角形状に形成される。
【００２５】
　このように、ベルマウス１２のケーシング吸込み口１１（ファンケーシング１ｂ）に対
する取付構造を、１ヶ所のネジ止め孔１５と２ヶ所のネジ係止部１６，１７とによる３点
支持とすることで、排気ファン１ａを取り外して洗う、ファンケーシング１ｂ内を洗うな
どのレンジフードＡの清掃作業のときにおいて、ベルマウス１３の取り外し、取り付けな
どの着脱が極めて容易、かつ、簡単に行うことができるなどの取り扱い性の向上が図られ
る。
　つまり、１ヶ所の止めネジ１８を取り外し、２ヶ所の止めネジ１９は取り外さずに、緩
めることによって、ベルマウス１３をケーシング吸込み口１１から簡単に取り外すことが
できる。
【００２６】
≪膨出部の構成≫
　膨出部１３は、図３及び図４に示すように、ベルマウス１２の円周部分に、所定の膨出
幅を有するように断面を略半円形状や略コの字形状などの下向き凹状に湾曲させることで
、ラッパ口１２ａを囲繞するように形成される。
【００２７】
　また、膨出部１３は、図４に示すように、平面視でベルマウス１２の軸芯Ｐを通る直線
（直径）Ｌと交わるその一方の円周部Ｐ１側が傾斜最下部２０となるように、この傾斜最
下部２０に向けて他方の円周部Ｐ２側から漸次傾斜させたテーパー形状に形成されている
（図５参照）。
　また、ベルマウス１２の円周における円周部Ｐ２から円周部Ｐ１に向けて傾斜する膨出
部１２の傾斜角度θは、１～８°の角度範囲に設定することが好適なものとなる。
【００２８】
　このように、ベルマウス１２の円周における円周部Ｐ１側の傾斜最下部２０に向けた一
方向に傾斜する下向き傾斜構造の膨出部１３は、図１に示すように、グリスフィルタ７を
通過してフード部２内に吸い込まれてくる廃ガスＧが、排気ファン１ａによりベルマウス
１２からファンケーシング１ｂ内に流入する際のその流入抵抗に伴う騒音値を下げるため
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　特に、他の円周における膨出部１３の下向き膨出量よりもその膨出量が大きい傾斜最下
部２０が廃ガスＧの流入抵抗を緩和するための土手部となり、この土手部が廃ガスＧの流
入抵抗を抑えて騒音値を下げるための騒音抑制部として作用する。これにより、送風機１
のケーシング吸込み口１１（ベルマウス１２）で発生する流入抵抗に伴う騒音値ｄＢ（Ａ
）を下げることができる。
【００２９】
　実施例１
　次に、下向き傾斜構造の膨出部１３を備えたベルマウス１２を、図１に示すフード構成
のレンジフードＡのフード部２の上に連通状に配置される送風機１のケーシング吸込み口
１０に対し、図１に示すように、膨出部１３の傾斜最下部２０がレンジフードＡの後側（
壁面Ｂ側）に位置するように取り付けて、廃ガスＧの取り入れ流入抵抗に伴う騒音値ｄＢ
（Ａ）の低減効果を調べるために、以下に示す試験条件に基づいて騒音試験を行い。その
結果を表1及び表２に示す。
　試験条件
ａ．電圧 ：１００Ｖ ５０Ｈｚ／６０Ｈｚ
ｂ．排気ファンの羽形状 ：遠心ファン（シロッコファン）
ｃ．排気 ：天井方向
ｄ．温度（室温） ：１５．０℃
ｅ．気圧（室圧） ：１０１０．６ｈＰａ（７５８．０ｍｍＨｇ）
ｆ．膨出部の傾斜角度 ：２°
　なお、この試験は、ＪＩＳＣ９６０３換気扇に基づく。そして、表２の項目中、前側は
図４に示す円周部Ｐ２側であり、右側は図４に示す軸芯Ｐを通る断面指示線のＶＩ－ＶＩ
線上において紙面下側であり、左側はその紙面上側である。
【００３０】
　比較例１
　また、比較例１として、図７の（ｂ）に示す従来のベルマウスを、同じく図１に示すフ
ード構成のレンジフードＡの送風機１のケーシング吸込み口１１に取り付けて、実施例１
と同じ試験条件により試験を行った。
【００３１】
【表１】

【００３２】
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【表２】

【００３３】
　表１から明らかなように、実施例１と比較例１とは静圧（Ｐａ）、風量（ｍ3／ｈ）な
どはほぼ同じ数値を示している。つまり、実施例１と比較例１とはファンの排気能力に差
は無く、ほぼ同じであることが分かる。
　一方、騒音値を示す表２を見ると、Ｈｉ（５０Ｈｚ）のときの平均値では、比較例１に
比べて実施例１の方が、１．４ｄＢ（Ａ）も低くなっていることが分かる。また、Ｌｏ（
５０Ｈｚ）のときの平均値においても、比較例１に比べて実施例１の方が、０．３ｄＢ（
Ａ）低いことが分かる。
【００３４】
　したがって、騒音試験の結果から明らかなように、実施例１の下向き傾斜状の膨出部１
３を備えているベルマウス１２の方が、比較例１のベルマウス３３に比べて騒音値が低く
なる。これは、廃ガスＧがベルマウスから送風機のファンケーシング内に取り入れられる
際に、ベルマウスにおいて発生する風切り音の発生がベルマウス１２の下向きの膨出部１
３において、特にその傾斜最下部２０において効果的に減少されるからである。
　これにより、本実施形態に係る送風機用ベルマウス及びこの送風機を備えるレンジフー
ドによれば、ファンの排気能力を低下させることなく、ケーシング吸込み口（ベルマウス
）で発生する流入抵抗に伴う騒音値ｄＢ（Ａ）を効果的に下げることができる。
【００３５】
　また、本実施形態では、図３及び図４に示すように、ベルマウス１２の膨出部１３の傾
斜最下部２０に排液口２１が開口されている。
　つまり、ベルマウス１２に下向きの膨出部１３を備えることによって、膨出部１３の内
側に形成される断面が略半円形状や略コの字形状の上向き開口の環状溝２２が、図１及び
図２に示すように、送風機１のファンケーシング１ｂの内周面などに付着して堆積する油
脂分や水分Ｍなどがケーシング吸込み口１１を介して滴下（流下）した際の受け樋として
の役目をなす。
　これにより、図１及び図２に示すように、環状溝２２に滴下した油脂分や水分Ｍなどは
排液口２１に向かって傾斜する環状溝２２を流下し、排液口２１から排液管２３を通って
グリスフィルタ７へと滴下し、グリスフィルタ７の下側に配設されている整流板６からオ
イルパック９に回収される。
【００３６】
　なお、本発明の実施形態の具体的な構成は、前記した実施形態に限られるものではなく
、請求項１から請求項４に記載の本発明の要旨を逸脱しない範囲で設計変更などがあって
も本発明に含まれるものである。
　例えば、膨出部１２の傾斜最下部２０に向けた傾斜形態として、円周部Ｐ２からベルマ
ウス１２の軸芯Ｐに至る範囲、つまり、図４に示す円周部Ｐ２から断面指示線のＶＩ－Ｖ
Ｉ線上に至る範囲においては傾斜角度を緩やかに、そして、このＶＩ－ＶＩ線上から円周
部Ｐ１側の傾斜最下部２０に至る範囲においては傾斜角度を大きくするなどの円周部Ｐ２
から円周部Ｐ１に向けた傾斜角度に変化を付けるなどのテーパー形状に形成することがで
きる。
【００３７】
　また、膨出部１２の傾斜最下部２０に向けた他の傾斜形態としては、円周部Ｐ２から断
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面指示線のＶＩ－ＶＩ線上に至る範囲においては傾斜がない水平な膨出形状とし、このＶ
Ｉ－ＶＩ線上から円周部Ｐ１側の傾斜最下部２０に向けて傾斜させたテーパー形状に形成
することができる。
【符号の説明】
【００３８】
　Ａ　レンジフード
　１　送風機
　１ａ　排気ファン
　１ｂ　ファンケーシング
　１ｃ　ファンモータ
　２　フード部
　３　排気ダクト
　１１　ケーシング吸込み口
　１２　ベルマウス
　１３　膨出部
　２０　傾斜最下部
　２１　排液口

【図１】 【図２】



(10) JP 5432295 B2 2014.3.5

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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